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この製品は、一般家庭でお子さまを乗せ、外気浴、日光浴、買い物などに使用するための
一人用

子守帯です。 「ヨコだつこ」 「タテだつこ」 「おんぶ」として使用できます。

● 使 用 で き る お 子 さ ま の 月 齢 (お子さまの発育により体重や月齢に個人差があります)

くヨコだつこ〉       す わるまで

体  重

参考月齢

体  重

参考月齢

体  重

参考月齢

6.Okgま で

生後から4ヵ 月まで

首がすわつてから〈タテだつこ〉

11.3kgま で

くお ん ぶ 〉

12ヵ 月 (113k宮 )まで

30ヵ 月 (14 9kg)ま で

首がすわつてから12ヵ 月まで

首がすわつてから30ヵ 月まで

●使用者の適用ウエストサイズ :55～ 95cmま で

安全上の注意
ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、使用者及びお子さまへの危書

や物的損害を未然に防止するためのものです。また注意事項は危書や物的損害の大きさと危書

の度台いを示すもので、誤つた取り扱いをすると生じることが想定される内容を 「警告」「注意」

の2つに区分しています。

いすれも安全に関する重要な内容ですので、必す守つてください。

誤つた取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う恐れ

がある内容を示します。

誤つた取り扱いをすると、人が傷を負つたり、物的損害が

想定される内容を示します。

0の 図の中に具体的な注意内容が書かれています。

△ 記号は警告
・注意を促す内容があることをお知らせするものです。



△ 警 告

ヨコだつこの際、下記に該当す

るお子さまには使用しないでく

ださい。お子さまの身体に思わ

め負担をかけたり傷書を負う恐

れがあります。

●体重6 0kg以上のお子さま

0装 着時にヘッドガードから

頭部が出てしまうお子さま

0寝 返りができるお子さま

ヨコだつこの際は 「新生児用

セーフティサポートシート」

を装着し、「ヘッドガードフッ

ク」を必す肩帯の 「フック受け」
に掛けて使用してください。

「ヘッドガードフック」をとめ

すに使用するとお子さまがす

れ落ちる恐れがあります。

ヨコだつこの際は、お子さま

の頭部を足よりも高しヽ位置に

し、必す後頭部を手で支えて

ください。

使用中お子さまの身体に思わ

ぬ負担をかけたり、傷害を負

う恐れがあります。

タテだつこの際、首がすわつて

いなしヽお子さまへの使用は絶

対にしないでくださしヽ。

お子さまの身体に思わぬ負担

をかけたり、傷害を負う恐れ

があります。

おん8tの際は必すウエストパ

ックルをとめてください。

肩帯が使用者の肩か馴ますれ、

お子さまが落下する恐れがあ

ります。

タテだつこの際|よ必す 「新生

児用セーフテイサポートシート」

を外してください。

お子さまの頭部を圧迫する恐

れがあります。
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△ 警 告

タテだつこの際は必すコンビ

バックルをとめてください。

使用者の肩から肩帯がはすれ、

お子さまが落下する恐れがあ

ります。

セーフティベル トや調節ベル

トの長さはきつめに設定して

ください。

お子さまと使用者の間にすき

まがありすぎたり、左右のベ

ル トの長さが違つたりすると

お子さまの予期せぬ動きに対

応できす、落下する恐れがあ

ります。

サイドロック、サイドホック、

セーフティパックルを確実に

とめてください。

使用中お子さまがすれ落ちる

恐れがあります。

ベル トの先端の返し縫い部を

ほどいたり本体を改造したり

しないでください。

故障や重大な事故につながる

恐れがあります。

使用中走つたり、飛びDtねた

り、45°以上の前かがみや横

曲げなどの無理な姿勢はしな

いでください。

お子さまが落下する恐れがあ

ります。

お子さまの出し入れは必す安

全な場所で行つてください。

(他の人に介添えしていただい

た方がより安全です)

お子さまが落下する恐れがあ

ります。
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だつこの際は必す手で支えて

ください。

お子さまの予期せぬ動きに対

応できす、落下する恐れがあ

ります。

授乳後約30分 以内や連続2

時間以上の使用はしないで

ください。

お子さまや使用者に思わめ負

担をかける恐れがあります。

また、使用者が痛みや不快を

感じた場合は使用を中止して

ください。

ほつれ、やぶれ、傷、また

バックルなどの部品|よ破損

した場合はただちに使用を

中止してください。

そのまま使用しますと、事

故につながる恐れがあります。

お子さまのわきの下からセー

フティベルトまでの距離が

4cm(指 3本分)以上ある場合、

アジャストファスナーを開いて

ください。(6ヵ月頃が目安です)

お子さまが転倒する恐れがあり

ます。

製品を火の近くや屋外に放

置しないでください。

加熱や雨水等でパックルが

変形し、事故につながる恐

rlがあります。

4

お子さまをだつこまたはお

んぶする以外の目的では、

使用しないでください。

故障の原因になります。



コンビラダーの先端を指で起こしながら、調節ベ

ルトの一方を引きます。

調節ベルトを長くするとき  調 節ベルトを短くするとき

使用者の身体に無理なくフィットするように調節
ベルトには半回転分のねじれがあります。

コンビラダーの表面が使用者の身体に接するよう

セットします。

とめるとき

0右 手で持ち手を持ち、

左手で内面生地を持

ちます。

はすすとき

0右 手で持ち手を持ち、

左手で内面生地を持

ちます。

0右 手側のサイドロック

のへこみ部分に左手

側のサイドロックの突

起を差し込みます。

0両 手を左右に開きサ

イ ドホックをはすし

ます。

0右 手の持ち手を下方

にスライドさせてサイ

ドロックをとめます。

0サ イドホックをとめ

ます。

0右 手の持ち手を上方  0左 右を開きます。

にスライドさせてサ

イドロックをはすし

ます。

サイド
ロック



ご便用にならないときは、取りはすすことができます。また、洗濯も可能です。

(ヘッドサポートの対象月齢は、首がすわつてから7ヵ月頃までです)

取りはすした状態装着した状態

お子さまのわきの下とセーフティベルトとの距離が

約4cm(指 3本分)以上ある場合、アジヤストフア

スナーを開いてご使用ください。

(6ヵ月頃が目安です)

アジャストファスナーを開ける際はフアスナーを最

後まで開け、はすしてください。

セーフティベルト

発育状態により首がすわる前のお子さまであつても頭頂部がヘッドガ
ードに当たり、圧迫してしまうことが

あります。その場合はアジャストファスナーを開けてお子さまの身体を下方にすらし、ヨコだつことして

ご使用ください。
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ヨコだつこの準備

本体のサイド部分を開きます。
※「サイドロック、サイドホックの使用方法/は
すすとき」(5ページ)をご参照ください。

お子さまを入れたり、使用者の身体に装着する前に

説明に従つて準備してください。

コンビパックルを

肩帯部に収納します。

0  「
新生児用セーフティサポートシート」を装着します。

0「 新生児用セーフティサポート 0ポ ケットについているマジック
シート」を本体の上部からかぶせ、  テ ープにフラップを固定します。

装着ホックをとめます。

新生児用セーフティ
サポートシート

装着
ホック

0シ ート部を本体般部まで延ばし、

先端を左右の足穴から外側に出

します。

●左右のシートを、ファスナーで

とめます。このとき余つている
ベル トやパックルを本体との間

にまとめます。

※パッケージには●コだっこの準0完了済みのものが
収納されています。

コンビパックル

使用中セーフティサポートシートがはすれるとお子さまが落下する恐れがありますので装着ホック、

フアスナーを確実にとめてください。

お子きまへの取り付けかた

安全な場所に子守帯を広げ、

その上にお子さまを寝かせます。

このときお子さまの頭頂部が
ヘッドガードに圧迫されない

位置に寝かせてください。

左右のヘッドガードフックを

肩帯についているフック受け

に掛けてとめます。

サイドロック、サイ ドホック

をカチッというまでとめます。
※「サイドロック、サイドホック

の使用方法/と めるとき」(5
ページ)をご参照ください。

サイドホック

セーフティパックルをカチッ

と手応えがあるところまで差

し込みます。このときセーフ

ティベルトの長さはお子さま

と子守帯との間に大人の指 2

本程度が入るよう調節してく

ださい。また左右のベル トの

長さを均等に調節してくださ

い。

セーフティ
ブミック,レ

00

サイドロック

ヘッドガードフック

使用中お子さまが落下す

る恐れがありますので、サ

イドロック、サイドホック、

セーフティパックル・ヘッ

ドガー ドフックを確実に

とめてください。
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使用者への取り付けかた

コンビパックルが肩帯に収納されているかどう

かもう一度確認してください。使用者の心臓側

にお子さまの頭部がくるよう設定することをお

すすめします

ヨコだつこのく基本形〉になるよう設定し、だつこしてください。

●お子さまの後頭部と留部を手で支える

。お子さまの頭部が足よりも高い位置設定

※使用者の心臓側にお子さまの頭部がくるよう設定するこ

とをおすすめします。

この状態で左手の曲げた角度が90°以上開いてしまう場合に

は調節ベルトが長すぎますので、短く設定し直してください。

左右の肩帯を合わせ、一方の肩から脇に斜め掛

けし、お子さまをだっこします。

コンビパックル

使用中お子さまの身体に思わぬ負担をかけたり、傷書を負う恐れがありますので、必す後頭部

を手で支えてください。

お子さまを両手で支えながら安全な場所に寝か

せます。

サイドロック、サイドホックをはすします。

※「サイドロック、サイドホックの使用方法/は す

すとき」(5ベージ)を置参照ください。

サイドロック

サイドホック

左右のヘッドガードフックをはすし、次にセー

フティバックルをはすします。

お子さまを取り出します。

8

ヘッドガードフック

セーフティ
ブヽック,レ



□ だつこの準備

お子さまを入れたり、使用者の

身体に装着する前に説明に従つ

て準備してください。

お子さまを入れる前に本体

のみを装着し、使用者のウ

エス トに調節ベル トの長さ

をあわせます。このとき左

右のあまりの長さを同じに

します。

※「コンピラダーの便用方法」(5
ベージ)をご参照ください。

お子さまが落下する恐れ

がありますので、調節ベ

ルトの長さはきつめに設

定してください。

●いつたん本体を身体から

はすします。

0本 体のサイ ド部分を開き

ます。

※「サイドロック、サイドホ

ックの使用方法/は すす

とき」(5ベージ)をこ参照

ください。

●安全な場所でお子さまを入れます。

0サ イドロック、サイドホックをカチッ

というまでとめます。
※「サイドロック、サイドホックの便用方

法/と めるとき」(5ベージ)をこ参照く

ださい。

サイドロック

ドホック

使用中お子さまがすれ落ちる恐れが

ありますのでサイドロック、サイドホ

ックを確実にとめてください。

使用者の身体に装着し、コンビパックル

をカチッと手応えがあるところまで差し

込みます。

使用中お子さまが落下する恐れが

ありますのでコンビパックルを必

すとめてください。

だつこのしalた0

お子さまを子
守帯に入れて
から、使用者
に装着する方
法です。

状況にあっ

た方法をお

選ぴくださ
い。

子守帯を使用
者に装着して
から、お子さ

まを入れる方
法です。

調節ベルト



セーフティパックルをカチッ

と手応えがあるところまで差

し込みます。

このときセーフテイベルトの

長さをお子さまの体型にあわ

せて調節します。

セーフテイ
パックサレ

0° 会事。
サポ~卜をセットし

 o
0ヘ ッドサポート先端のヘッド

サポートフックを肩帯につい

ているフック受けにとめます。

※ヘッドサポートをこ使用に

ならないときは取りはす

すこともできます。

ヘッドサポートフック

ヘッドサポート

前かがみになり、肩帯を肩に

かけ背中のコンビパックルを

カチッと手応えがあるところ

まで差し込みます。

肩帯

コンビパックル

セーフティベルト

●使用中お子さまが落下する恐l■がありますのでセ
ーフティパッ

クルを確実にとめ、お子さまと子守帝との間にすきまがない

ようセーフティベルトはきつめに設定してください。

●使用中お子さまが落下する恐れがありますのでコンビパッ

クルを必すとめてください。

調節ベルトのあまりを同じ

に調整し、肩帯や調節ベル

トの表裏を整えます。

0・寧星勇竪見ネ忌蚤措雇長ぞ 0と享孟貢ふ督岩をと雪婁馨≧
0サ イドロック、サイドホッ     し 込みます。

クをカチッというまでとめ

ます。

※「サイドロック、サイドホ

ックの使用方法/と めると

き」(5ベージ)を置参照く

このときセーフティベル トの

長さをお子さまの体型にあわ

せて調節します。

セーフティ
パックル

セーフティ
ベ,レト

宅砂
・
会事。
サポ~卜をセットし

0ヘ ッドサポート先端のヘッド

サポートフックを肩帯につい

ているフック受けにとめます。

※ヘッドサポートをこ使用に

ならないときは取りはす

すこともできます。

ヘッドサポートフック

ださい。

●お子さまを入れる際、落下する恐れがありますので必す使用者

はすわつた状態で行つてください。

●便用中お子さまが落下する恐れがありますのでサイドロック
・

サイドホック・セーフティパックルを確実にとめ、お子さまと子

守帯との間にすきまがないようセーフティベルト1まきつめに設

定してください。

1 0

ヘッドサポート



おんぶの準備

お子さまを入れたり、使用者の身体に装着する前に

説明に従つて準備してください。

0コ
ンビパック)レを肩帯の中に収納します。

お子さまを入れる前に本体のみ装着し、使用

者のウエストに調節ベルトの長さをあわせます。

このときコンビラダーの表面が使用者の腰の

高い位置にあたるようベルトの長さを短めに

設定します。

※「コンビラダーの使用方法」(5ページ)をご

参照ください。

お子さまが落下する恐れがありますので、

調節ベルトの長さはきつめに設定してくだ

さい。

0い つたん本体を身体からはすします。

0本 体のサイド部分を開きます。
※「サイドロック、サイドホックの使用方
法/は すすとき」(5ページ)を置参照く
ださい。

サイドロック

サイドホック

コンビパックル

0

おんぶのしかた

●安全な場所でお子さまを入れます。

0サ イドロック、サイドホックをカチッという

までとめます。
※「サイドロック、サイドホックの使用方法/と め
るとき」(5ベージ)をご参照ください。

サイドロック

ドホック

使用中お子さまがすれ落ちる恐れがありま

すのでサイドロック、サイドホックを確実
にとめてください。

0畿 います。

背負う際お子さまが落下する恐れがありま

すので必す安全な場所で行つてください。

(他の人に介添えしていただいた方がより

安全です)



セーフティブヾックルをカチッと手応えがある

ところまで差し込みます。

このときセーフティベルトの長さをお子さま

の体型にあわせて調節します。

セーフティパック'レ

使用中お子さまが落下する恐れがあります

のでセーフティパックルを確実にとめ、お子

さまと子守帯との間にすきまがないようセ
ーフティベルトはきつめに設定してください。

●ヘッドサポートをセットします。

0ヘ ッドサポー ト先端のヘッドサポー トフ

ックを肩帝についているフック受けにと
|めます。

※ヘッドサポートをご使用にならないときは

取りはすすこともできます。

ヘッドサポートフック

e緊繁食lヶi呂婆堅を基呂掌歩F整
し、肩帯や  (3)ウ

エストパックルて止めます。

お子さまが落下する恐れがありますので、

必すウエスト′〔ックルをとめてください。

セーフティベルト

フック受け

ウエスト
′ミックル

調節ベルト
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安全な場所にすわり、お子さまを支えながら

コンビパックルをはすします。

お子さまが落下する恐れがありますので、

必す安全な場所で行つてください。

(他の人に介添えしていただいたほうがよ

り安全です)

0お
子さまを取り出します。

●安全な場所にお子さまをおろし、セーフテ

ィパックルをはすします。

0サ イドロック、サイドホックをはすします。

※「サイドロック、サイドホックの使用方

法/は すすとき」(5ペ ージ)をご参照く

ださい。

セーフティ
′ミックル

サイドロック

サイドホック

コンピパックル

1 3



●ウエスWじ勿レをはすします。 o肩
からおろします。

おろす際お子さまが落下する恐れがありま

すので必す安全な場所で行つてください。

(他の人に介添えしていただいた方がより

安全です)

宅Dお子さまを取
り出します。

●

●安全な場所にお子さまをおろし、セ
ーフテ

ィパックルをはすします。

0サ イドロツク、サイドホックをはすします。

※「サイドロック、サイドホックの使用方

法/は すすとき」(5ペ ージ)をこ参照く

ださい。

セーフティ
ア〔ック,レ

サイドロック

サイドホック

ウエストパックル

1 4



ヘッドサポート
(取 りはす し式 )

ヘッドサポートフック

セーフティ
ベルト ヘッドレスト

「新生児用
セーフティサポートシート」
装着ホック

ポケット
ファスナー

  コ ンビバックル
ット    タ テだっこのとき使用

しますf
おんぶとヨコだっこの
とき よ収納します=

フック受け (メスlBl)
1新生児用セーフティサポートシートと
ヘッドサホートを装着するときに使用
します

サイドホックセーフティ

バックル

持ち手

コンビラダー

ハヽッドテ】――ド吉F

ヘッドガードフック

(オス側)

※商品によリポケットの形状が異なります。

素材/表 地 i綿 。ポリエステル/ベ ルトiアクリル/パ ックル :ポリアセタール

アジャス トファスナー

●赤ちゃんの成長にあわせ
て使用します。オープン

にすると本体が深くなり

ます。

調節ベルト

ベルトおさえ

使用時にフィット
するよう詞節ベル
トには、ねじれが
入つています。

ウエストパックル
新生児用セーフティサポー トシー ト

●洗濯は水また|よぬるま湯で押し洗いをし、形を整えて日陰で平干ししてください。
●軽い汚れの場合は、湿らせた布でたたいて落としてください。

洗濯についてのこ注意
1 色 落ちすることがあります。他のものとは別に洗つてください。

2 漂 白剤、蛍光剤入りの洗斉」は肌あれ湿疹などの原因となりますので、使用しないでください。

(天然植物性 「コンビおむつ ・肌着洗い (粉末洗剤、液体洗斉」)」 の使用をお薦めします)

3 洗 濯機、脱水機、乾燥機の使用はしないでください。パックルなどの破損につながる恐れがあります。
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